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論
文
要
旨 

「
古
代
日
本
の
祭
祀
伝
承
と
そ
の
基
盤
」 

 
本
論
で
は
、
神
郡
と
神
戸
か
ら
み
た
律
令
制
祭
祀
の
構
造
と
歴
史
に
つ
い
て
、
全
四
部
構
成
で
考
察
す
る
。 

第
一
部
は
神
郡
論
で
あ
る
。
神
郡
と
は
、
養
老
七
年
の
太
政
官
処
分
に
よ
る
と
、
伊
勢
国
渡
相
、
竹
郡
、
安
房
国
安
房
郡
、
出
雲
国
意
宇
郡
、
筑
前
国
宗
形
郡
、
常

陸
国
鹿
嶋
郡
、
下
総
国
香
取
郡
、
紀
伊
国
名
草
郡
を
合
わ
せ
て
八
神
郡
と
い
い
、
律
令
制
郡
司
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
三
等
以
上
の
連
任
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
八

神
郡
の
う
ち
、
皇
大
神
宮
儀
式
帳
の
伊
勢
二
神
郡
と
常
陸
国
風
土
記
の
香
島
郡
の
設
置
が
い
ず
れ
も
己
酉
年 

(

大
化
五
年)

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
八
神
郡
も
同
様

に
孝
徳
天
皇
期
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

第
一
章
で
は
、
神
郡
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
す
る
。
八
神
郡
が
畿
外
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
従
来
、
そ
の
意
義
を
交
通
上
・
軍
事
的
・
経
済
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
観
点
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
神
郡
の
中
心
に
は
神
社
が
あ
り
、
神
郡
神
の
祭
祀
的
視
点
か
ら
、
神
郡
成
立
の
背
景
を
再
考
す
る
必
要
性
が
あ
る
。 

第
二
章
で
は
、
青
木
紀
元
氏
が
日
本
神
話
を
大
和
系
と
出
雲
系
に
大
別
し
、
大
和
系
神
話
の
特
徴
と
し
て
降
臨
伝
承
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
検
証
し
つ
つ
、

記
紀
神
話
の
中
で
、
天
孫
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
神
郡
神
が
葦
原
中
国
に
降
臨
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
誓
約
神
話
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
宗
像
三
女
神
や
天
穂
日

命
が
天
孫
に
先
立
っ
て
降
臨
し
、
鹿
島
・
香
取
神
宮
の
祭
神
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
武
甕
槌
神
や
経
津
主
神
が
そ
れ
に
続
い
て
降
臨
し
、
天
照
大
神
は
天
孫
と
と
も
に
、

ま
た
、
中
臣
氏
や
忌
部
氏
の
祖
先
神
も
そ
れ
に
付
随
し
て
降
臨
し
て
い
る
。
一
方
、
在
地
の
風
土
記
や
古
語
拾
遺
及
び
系
譜
等
の
氏
族
伝
承
の
中
に
も
、
神
郡
神
の
降

臨
伝
承
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
大
和
朝
廷
が
降
臨
伝
承
を
通
じ
て
、
中
央
と
共
通
す
る
神
々
を
在
地
に
降
臨
さ
せ
る
こ
と
で
、
畿
外
の
重
要
な

拠
点
に
、
天
地
の
思
想
を
共
有
す
る
神
郡
神
が
配
置
さ
れ
、
神
話
を
通
じ
た
大
和
朝
廷
の
起
源
や
思
想
・
祭
祀
面
を
強
化
す
る
目
的
が
あ
り
、
孝
徳
天
皇
期
の
神
郡
成

立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
神
郡
神
の
降
臨
伝
承
は
、
記
紀
編
纂
事
業
の
前
史
と
な
る
旧
辞
に
断
片
的
に
せ
よ
、
記
載
さ
れ
て

い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。 

第
三
章
で
は
、
神
郡
祭
祀
の
特
徴
、
神
郡
司
の
祭
祀
的
役
割
、
さ
ら
に
は
神
郡
内
外
に
広
が
る
神
戸
や
御
子
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
八
神
郡
を
個
別
に
検
証
し
て

い
く
。
第
一
の
鹿
島
神
郡
で
は
、
鎌
田
元
一
氏
に
よ
る
大
化
五
年
の
全
面
立
評
説
に
従
っ
て
、
香
島
神
郡
が
成
立
し
た
こ
と
、
よ
っ
て
、
神
郡
が
公
郡
に
先
行
す
る
と

い
う
説
に
は
賛
同
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
神
郡
内
が
中
臣
連
―
中
臣
部
・
卜
部
等
の
同
族
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
神
賤
民
が
多
く
神
戸
人
に
編

成
さ
れ
て
い
た
背
景
に
は
、
蝦
夷
征
討
の
影
響
か
ら
、
鹿
島
神
宮
の
苗
裔
神
が
陸
奥
国
に
も
及
ん
で
お
り
、
経
済
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
に
鹿
島
神
郡
が
大
き
な
影
響

を
齎
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
。
第
二
の
香
取
神
郡
の
場
合
、
従
来
か
ら
議
論
と
さ
れ
て
い
る
祭
神
論
に
言
及
し
、
伊
波
比
主
神
と
経
津
主
神
は
同
一
で
あ
る
こ
と
、
在

地
神
で
は
な
く
、
天
つ
神
と
し
て
大
和
朝
廷
と
の
関
係
で
理
解
す
べ
き
こ
と
、
常
陸
国
風
土
記
の
信
太
郡
高
来
里
条
に
み
え
る
普
都
大
神
の
降
臨
伝
承
と
の
関
連
性
、
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物
部
氏
の
動
向
等
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
香
島
御
子
神
同
様
に
香
取
の
御
子
神
が
散
見
す
る
背
景
に
も
、
香
取
神
郡
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。 

第
三
の
意
宇
神
郡
で
は
、
三
つ
の
視
点
か
ら
考
察
を
加
え
た
。
一
つ
に
は
、
意
宇
神
郡
司
で
あ
る
出
雲
臣
が
国
造
を
兼
帯
し
て
い
た
背
景
に
つ
い
て
、
二
つ
目
に
は
、

大
関
邦
男
氏
が
意
宇
神
郡
の
成
立
要
因
に
神
賀
詞
奏
上
儀
礼
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
た
点
を
批
判
し
、
神
賀
詞
の
成
立
は
、
出
雲
果
安
に
よ
る
霊
亀
二
年
の
成
立
で
あ

り
、
孝
徳
天
皇
期
に
成
立
し
た
意
宇
神
郡
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
、
但
し
、
そ
の
奏
上
儀
礼
に
動
員
さ
れ
る
国
内
の
祝
部
を
含
め
た
経
済
的
基
盤
の
確
保
の
た
め
に
、

意
宇
神
郡
内
に
神
賀
詞
と
関
連
す
る
三
つ
の
神
戸
―
出
雲
神
戸
、
賀
茂
神
戸
、
忌
部
神
戸
―
を
郡
内
に
設
置
し
た
こ
と
、
ま
た
、
国
内
に
み
え
る
御
子
神
や
同
社
の
分

布
か
ら
、
五
か
所
の
出
雲
神
戸
は
、
二
所
大
神
を
含
め
百
八
十
神
の
御
子
神
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
、
三
つ
目
は
、
神
戸
の
里
・
郷
数
に
つ
い
て
、
従
来
の
諸
説
を

整
理
し
つ
つ
、
郡
ご
と
に
表
記
が
不
統
一
で
あ
る
こ
と
、
神
戸
は
一
郷
三
里
が
原
則
で
二
里
は
例
外
で
あ
る
こ
と
、
五
か
所
の
出
雲
神
戸
は
、
い
ず
れ
も
郷
里
制
以
前

に
そ
の
成
立
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
を
指
摘
し
た
。 

第
四
の
名
草
神
郡
で
は
、
紀
伊
国
造
次
第
に
み
え
る
忍
穂
が
、
紀
伊
国
造
と
名
草
大
領
を
兼
帯
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
以
後
の
兼
帯
事
例
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
の

議
論
を
整
理
し
つ
つ
、
神
亀
元
年
の
聖
武
天
皇
の
即
位
の
際
に
、
紀
直
摩
祖
が
名
草
郡
領
と
紀
伊
国
造
を
兼
帯
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
薗
田
香
融
氏

が
伊
太
祁
曽
神
か
ら
皇
祖
神
と
し
て
の
日
前
神
へ
の
祭
神
の
変
遷
を
、
「
紀
伊
国
に
お
け
る
一
種
の
国
譲
り
神
話
」
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
学
説
を
承
認
し
つ
つ
、

そ
れ
に
伴
い
、
神
郡
内
の
神
戸(

伊
太
祁
曽
神)
が
経
済
的
に
も
分
割
・
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
紀
伊
忌
部
氏
が
天
岩
戸
神
話
に
お
け
る
日
前
神
伝

承
の
記
載
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
等
を
指
摘
し
た
。 

 

第
五
の
宗
像
神
郡
で
は
、
天
武
天
皇
の
高
市
皇
子
の
母
方
が
宗
像
氏
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
宗
像
神
郡
の
設
置
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
、
大
和
国
の
宗
像
神
社

に
は
、
他
の
神
郡
同
様
、
宗
像
大
神
の
御
子
神
と
い
う
性
格
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
宗
像
郡
司
と
神
主
の
兼
帯
と
そ
の
意
義
、
さ
ら
に
、
履
中
天
皇
期
の
車
持
部

の
事
件
か
ら
、
大
和
朝
廷
が
律
令
制
神
戸
以
前
に
神
戸
を
分
寄
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

第
六
の
安
房
神
郡
で
は
、
高
橋
氏
文
の
検
討
か
ら
、
天
穂
日
命
を
祖
先
神
と
仰
ぐ
安
房
国
造
が
中
心
と
な
っ
て
、
東
国
の
同
族
の
国
造
ら
を
大
和
朝
廷
の
東
国
経
営

の
拠
点
と
な
る
淡
水
門
に
集
合
し
て
、
安
房
大
神
を
御
食
都
神
と
し
て
奉
ず
る
と
い
う
祭
祀
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
古
語
拾
遺
と
高
橋
氏
文
の
伝
承

は
、
互
い
に
安
房
地
域
の
古
伝
承
を
記
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
安
房
神
戸
に
つ
い
て
、
和
名
抄
に
み
え
る
神
余
は
、
律
令
制
神
戸
の
五
十
戸
の
残
り

と
い
う
意
に
解
し
、
神
戸
と
神
余
の
二
郷
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
た
。 

第
二
部
は
、
神
戸
論
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
神
戸
の
研
究
史
を
整
理
す
る
。
第
二
章
で
は
、
神
戸
の
運
用
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
一
で
は
、
神
祇
令
神
戸
条

と
令
集
解
の
解
釈
を
中
心
に
、
第
二
で
は
、
神
祇
官
が
、
神
税
交
易
物
を
延
喜
式
祭
祀
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
に
法
解
釈
の
拡
大
化
を
み
る
。
第
三
で
は
、
神
社
の
修

造
費
に
お
け
る
神
税
の
運
用
と
時
代
的
変
遷
を
追
っ
た
。
第
四
で
は
、
神
祇
令
に
は
、
祭
祀
の
調
度
費
と
神
社
の
修
造
費
へ
の
支
出
は
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
俸
禄
費
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へ
の
使
用
は
認
め
て
い
な
い
点
を
重
視
す
る
。
そ
の
淵
源
と
し
て
、
神
税
を
供
神
費
と
神
主
給
与
に
分
配
す
る
天
武
天
皇
六
年
の
勅
の
背
景
に
は
、
前
年
に
開
始
さ
れ

た
相
嘗
祭
を
考
慮
し
た
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
神
戸
の
神
税
を
律
令
制
神
職
の
俸
禄
費
に
充
当
す
る
と
い
う
規
定
は
、
日
本
の
神
観
念
に
適
合
せ
ず
、
結
局

は
法
令
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
五
で
は
、
神
戸
と
封
戸
の
相
違
に
つ
い
て
、
諸
説
の
学
説
を
整
理
し
、
時
野
谷
氏
の
指
摘
を
承
認
し
つ
つ
、
延
暦
期

の
格
の
検
討
か
ら
、
封
戸
制
の
四
十
束
と
は
異
な
る
、
十
五
束
と
い
う
田
租
数
が
神
戸
に
適
用
さ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
。 

 

第
三
章
で
は
、
律
令
制
神
戸
の
成
立
時
期
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
従
来
、
唯
一
の
史
料
と
さ
れ
た
常
陸
国
風
土
記
の
香
島
郡
内
の
神
戸
五
十
戸
の
設
置

に
加
え
て
、「
賀
茂
神
官
鴨
氏
系
図
」
に
み
え
る
山
城
神
戸
の
考
察
か
ら
、
同
じ
孝
徳
天
皇
期
に
、
畿
内
外
で
成
立
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
神
戸
の
萌

芽
は
、
大
化
以
前
の
部
民
制
に
遡
り
、
多
く
は
数
戸
に
満
た
な
い
部
民
が
、
各
神
社
の
歴
史
的
経
緯
に
よ
り
、
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
化
以
前
か
ら
の
本
源

的
な
神
戸
と
孝
徳
天
皇
期
に
成
立
し
た
律
令
制
神
戸
と
は
、
区
別
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
が
、
改
新
の
詔
以
降
、
部
民
が
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
、
公
戸
と
神

戸
を
区
別
し
た
庚
午
年
籍
や
庚
寅
年
籍
等
の
作
成
に
よ
り
、
神
戸
数
が
一
定
に
確
保
さ
れ
た
包
括
的
な
律
令
制
神
戸
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
よ
っ
て
、
畿
内
の
神
社

の
官
社
化
を
進
め
る
中
で
、
令
制
祭
祀
の
経
済
基
盤
と
し
た
令
制
神
戸
と
改
新
の
詔
に
よ
っ
て
大
夫
以
上
に
支
給
さ
れ
た
食
封
制
と
は
、
そ
の
成
立
段
階
か
ら
性
格
の

異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
四
章
で
は
、
畿
内
の
神
戸
神
社
と
そ
の
祭
祀
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
で
は
、『
新
抄
格
勅
符
抄
』
所
収
の
大
同
元
年
牒
に
み
え
る
一
七
〇
の
神
戸
事

例
を
そ
の
配
置
場
所
か
ら
畿
内
と
畿
外
に
分
類
、
そ
の
う
ち
、
畿
内
に
神
戸
を
有
す
る
神
社
に
は
、
そ
の
周
辺
以
外
に
経
済
的
理
由
か
ら
畿
外
に
も
複
数
神
戸
を
有
す

る
こ
と
が
、
佐
々
田
悠
氏
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
神
戸
の
ほ
と
ん
ど
は
、
数
戸
に
満
た
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
経
済
的
理
由
だ
け
で
は
神
戸
の
性
格
を
捉

え
き
れ
ず
、
神
戸
と
は
、
元
来
、
畿
内
の
神
社
を
中
心
に
成
立
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
第
二
で
は
祈
年
祭
、
第
三
で
は
相
嘗
祭
と
の

密
接
な
関
係
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
い
ず
れ
も
、
天
武
・
持
統
天
皇
期
に
開
始
さ
れ
た
令
制
祭
祀
で
あ
り
、
そ
の
祭
料
に
各
神
社
の
神
戸
の
租
庸
調
が
充
当
さ
れ
た
。

特
に
、
相
嘗
祭
の
祭
料
に
み
え
る
神
税
は
、
収
穫
さ
れ
た
新
穀
を
醸
し
た
酒
料
稲(

神
嘗
酒
料)

と
し
て
供
進
さ
れ
、
祭
祀
の
古
態
を
留
め
て
い
る
。
第
四
で
は
、
新
羅

客
入
朝
時
に
給
さ
れ
る
神
酒
の
醸
酒
料
が
、
大
和
・
河
内
・
摂
津
国
等
の
相
嘗
祭
社
か
ら
支
給
さ
れ
て
お
り
、
相
嘗
祭
で
供
進
さ
れ
る
酒
料
稲
と
同
じ
手
続
き
が
取
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
外
交
儀
礼
が
、
舒
明
天
皇
期
の
遣
隋
使
の
来
朝
に
ま
で
遡
る
こ
と
か
ら
、
神
酒
を
給
う
相
嘗
祭
社
の
神
戸
も
、
孝
徳

天
皇
期
以
前
に
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、
律
令
制
神
戸
の
源
流
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

第
五
章
で
は
、
畿
外
の
神
戸
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
畿
外
神
戸
の
多
く
が
、
数
戸
に
満
た
な
い
の
に
対
し
て
、
畿
内
の
神
戸
神
社
が
畿
外
に
進
出
し
た
神
戸

に
は
、
数
十
戸
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
熊
田
亮
介
氏
は
、
本
来
、
神
社
が
所
有
し
て
い
た
神
戸
と
は
、
質
的
に
も
量
的
に
も
異
な
る
神
社
封
戸
と
呼

ば
れ
る
性
格
の
神
戸
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
本
論
で
は
、
そ
の
変
化
が
天
平
神
護
期
を
中
心
と
し
て
、
伊
勢
神
郡
内
で
の
神
宮
寺
の
建
設
、
神
宮
禰
宜
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へ
の
季
禄
支
給
、
神
階
の
授
与
、
宇
佐
八
幡
宮
の
神
戸
加
増
、
高
鴨
神
の
復
祠
等
、
従
来
の
令
制
祭
祀
の
範
囲
で
は
解
決
で
き
な
い
事
例
に
対
応
す
べ
く
、
神
祇
官
人

の
中
臣
朝
臣
清
麿
を
中
心
に
、
仏
教
思
想
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
封
戸
的
神
戸
を
畿
外
に
誘
致
、
設
置
し
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。 

第
三
部
は
伊
勢
神
宮
論
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
伊
勢
神
宮
の
神
戸
の
成
立
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
第
一
で
は
、
諸
国
神
戸
の
神
戸
数
は
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
た
の

に
対
し
て
、
神
郡
内
の
戸
数
は
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
で
は
、
皇
大
神
宮
儀
式
帳
、
太
神
宮
諸
雑
事
記
、
倭
姫
命
世
記
等
に
み
ら
れ
る
倭
姫
命
伝
承
を
比
較
検

討
し
、
最
も
古
い
皇
大
神
宮
儀
式
帳
に
は
、
大
和
国
、
伊
賀
国
を
経
て
、
美
濃
経
由
で
伊
勢
国
に
入
っ
て
お
り
、
尾
張
・
参
河
・
遠
江
国
の
伊
勢
湾
岸
諸
国
の
巡
幸
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
歴
史
性
経
緯
に
差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
第
三
で
は
、
尾
張
・
参
河
・
遠
江
の
神
戸
三
か
国
と
神
宮
祭
祀
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
従
来
、
神
衣
祭
に
関
し
て
、
赤
引
神
調
糸
が
参
河
国
か
ら
奉
献
さ
れ
る
と
い
う
神
祇
令
集
解
の
解
釈
を
疑
問
視
す
る
考
え
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
文
武

天
皇
期
に
よ
る
神
祇
政
策
に
よ
り
、
大
嘗
祭
と
神
衣
祭
に
お
い
て
、
参
河
国
か
ら
御
衣(

神
衣)

の
奉
献
が
あ
っ
た
こ
と
、
皇
大
神
宮
儀
式
帳
に
は
、
繊
維
類
や
懸
税
、

神
嘗
酒
料
の
奉
献
に
三
か
国
が
み
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
少
な
く
と
も
古
記
編
纂
前
後
か
ら
延
暦
期
ま
で
は
、
参
河
国
か
ら
の
奉
献
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ

れ
が
、
弘
仁
式
の
段
階
で
、
大
神
宮
司
に
よ
る
神
郡
雑
務
の
一
元
化
が
進
む
中
、
参
河
国
司
を
通
じ
て
奉
献
さ
れ
る
ル
ー
ト
が
次
第
に
縮
小
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
神

郡
内
の
服
織
戸
や
麻
続
戸
等
の
神
戸
を
利
用
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
で
、
神
衣
祭
の
質
的
低
下
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
四
で
は
、
そ
の
三
か
国
が
伊

勢
神
宮
の
神
戸
国
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
文
武
天
皇
の
神
祇
政
策
の
背
景
に
は
、
持
統
天
皇
の
意
向
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
可
能
性
を
想
定
し
、
持
統
天
皇
六
年

の
伊
勢
行
幸
と
大
宝
二
年
の
持
統
太
上
天
皇
の
参
河
国
行
幸
を
検
証
し
た
。
こ
の
二
度
に
よ
る
持
統
天
皇
の
行
幸
の
目
的
に
は
、
遷
宮
制
度
に
よ
る
神
宮
財
政
の
拡
大

か
ら
、
経
済
的
補
填
の
た
め
に
神
戸
国
に
尾
張
・
参
河
・
遠
江
の
三
か
国
を
認
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
た
。 

 

第
二
章
で
は
、
神
郡
司
の
祭
祀
的
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
で
は
、
伊
勢
神
郡
の
成
立
に
関
す
る
従
来
の
諸
説
を
検
討
し
、
香
島
神
郡
同
様
、
天
下
立
評
に

合
わ
せ
て
成
立
し
た
こ
と
、
ま
た
、
神
郡
司
が
神
職
集
団
で
あ
る
渡
会
神
主
姓
と
同
族
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
二
で
は
、
儀
式
帳
に
み
え
る
正
月
拝
礼
記
事
か

ら
、
大
神
宮
司
の
管
轄
下
に
あ
り
、
神
宮
祢
宜
の
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
職
掌
と
し
て
、
最
も
重
要
な
役
割
は
、
三
節
祭
に
供
進
す
る
神
郡
内
の

神
田
の
営
種
と
荷
前
調
糸
の
奉
納
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
前
者
の
神
田
稲
は
、
神
郡
内
の
御
贄
採
取
と
と
も
に
大
神
の
御
饌
に
供
進
さ
れ
、
神
宮
神
職
の
直
会

料
や
食
給
稲
料
に
も
充
当
さ
れ
て
お
り
、
神
郡
成
立
以
前
か
ら
の
原
初
的
祭
祀
に
遡
る
こ
と
、
一
方
、
後
者
の
荷
前
調
糸
は
、
律
令
祭
祀
の
浸
透
と
と
も
に
神
宮
祭
祀

に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
律
令
的
性
格
の
濃
い
神
郡
司
の
祭
祀
的
役
割
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
勢
神
宮
の
祭
祀
構
造
が
御
饌
祭
と
奉
幣
祭
に
重
層
化
さ

れ
る
中
、
神
郡
司
は
両
方
の
祭
物
の
調
達
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
神
郡
司
の
在
地
的
性
格
に
基
づ
く
祭
祀
的
役
割
と
言
え
る
。 

第
三
章
は
、
御
贄
・
衣
糸
・
御
稲
な
ど
の
祭
料
の
奉
献
を
通
じ
て
、
神
郡
・
神
戸
の
機
能
・
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
神
宮
の
経
済
基
盤
の
中
心
は
、
神
郡
に
あ

り
、
神
郡
人
を
中
心
と
し
た
祭
祀
集
団
が
、
そ
の
神
領
域
か
ら
大
神
に
神
饌
等
を
奉
進
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
神
戸
は
、
量
的
に
お
い
て
も
、
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神
郡
経
済
の
補
完
・
補
充
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
神
宮
の
原
初
的
祭
祀
が
、
神
郡
を
中
心
と
し
た
自
給
自
足
的
な
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
遷
宮
を
契

機
と
し
て
、
奈
良
時
代
以
降
、
徐
々
に
神
宮
祭
祀
の
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
職
制
の
整
備
に
よ
っ
て
、
周
辺
の
神
戸
に
も
経
済
基
盤
を
広
げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
神
郡
内
部
に
は
、
複
数
の
神
社
が
一
つ
の
群
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伊
勢
神
郡
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

 

第
四
部
は
、
住
吉
大
社
論
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
住
吉
大
社
神
代
記
の
編
纂
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
住
吉
大
社
神
代
記
に
つ
い
て
は
、
平
安
期
の
写

本
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
、
奥
書
の
天
平
三
年
と
い
う
時
代
背
景
に
つ
い
て
、
当
時
の
国
際
社
会
の
中
で
捉
え
直
し
て
い
く
。
先
ず
、
神
代
記
編
纂

の
前
半
は
渤
海
、
後
半
は
新
羅
に
関
す
る
正
史
記
事
が
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
渤
海
と
唐
・
渤
海
と
新
羅
の
各
緊
張
状
態
の
中
で
、
唐
＝
新
羅
、
渤
海
＝
日
本
と
い

う
提
携
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
天
平
四
年
の
遣
唐
使
任
命
の
前
年
に
お
い
て
、
す
で
に
住
吉
大
社
神
代
記
の
奥
書
に
「
遣
唐
使
神
主
」
と
い
う
用
語
が
み
ら
れ

る
の
は
、
こ
う
し
た
国
際
情
勢
の
緊
張
を
鑑
み
な
が
ら
、
神
功
皇
后
以
来
の
国
防
危
機
の
際
に
顕
現
さ
れ
る
外
交
の
祖
神
と
し
て
の
住
吉
信
仰
に
基
づ
い
て
、
津
守
宿

禰
客
人
が
外
交
的
役
割
を
担
い
つ
つ
、
住
吉
大
社
神
代
記
を
津
守
氏
の
氏
文
と
し
て
編
纂
し
た
と
位
置
付
け
る
。
そ
し
て
、
編
纂
の
翌
年
に
は
、
遣
唐
大
使
の
任
命
と

と
も
に
、
津
守
客
人
は
遣
唐
使
神
主(
私
的)

か
ら
遣
唐
使
主
神(

公
的)

へ
と
呼
称
が
変
更
さ
れ
、
正
式
な
役
職
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
と
類
推
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

天
平
三
年
と
い
う
同
時
期
に
、
奇
し
く
も
気
比
大
神
に
二
百
戸
の
封
戸
と
従
三
位
の
神
階
が
奉
ら
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
敦
賀
津
と
住
吉
津
と
い
う
外
交
上
の
重
要
拠

点
に
起
こ
っ
た
神
祇
信
仰
と
し
て
、
共
通
す
る
時
代
背
景
を
指
摘
す
る
。 

第
二
章
で
は
、
住
吉
大
社
に
関
す
る
研
究
と
言
え
ば
、
従
来
、
神
功
皇
后
と
の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
神
社
の
創
祀
と
と
も
に
、
そ
の
神
主
職
に
は
津
守

氏
が
代
々
継
承
し
て
い
る
点
を
重
視
す
る
。
そ
こ
で
、
津
守
氏
か
ら
み
た
住
吉
信
仰
の
考
察
と
し
て
、
五
世
紀
の
葛
城
氏
と
協
力
し
て
住
吉
津
の
守
護
に
携
わ
っ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

付
論
と
し
て
、
第
一
に
、
カ
モ
神
の
神
戸
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
部
神
戸
論
の
個
別
事
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
従
来
、
カ
モ
神
に
つ
い
て
は
、
地

祇
の
葛
木
鴨
と
天
神
の
山
城
鴨
に
つ
い
て
、
氏
族
の
融
合
・
分
裂
が
唱
え
ら
れ
る
中
、
神
戸
を
通
じ
て
、
両
神
を
比
較
、
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
と
も
に
相
嘗

祭
社
で
あ
る
有
力
神
主
職
で
あ
り
な
が
ら
、
葛
木
鴨
は
、
大
和
に
本
拠
地
を
置
き
な
が
ら
、
出
雲
・
伯
耆
の
山
陰
地
方
と
土
佐
、
伊
予
地
方
に
そ
れ
ぞ
れ
畿
外
神
戸
を

持
ち
、
山
城
鴨
は
、
山
城
を
本
拠
地
と
し
な
が
ら
、
丹
波
地
域
に
も
神
戸
を
も
つ
と
い
う
、
畿
外
神
戸
か
ら
両
神
の
相
違
点
に
言
及
し
た
。 

第
二
は
、
住
吉
大
社
神
代
記
の
語
句
索
引
を
収
載
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
元
年
十
二
月
十
二
日 
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畑
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